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1 .  緒言




































































2 .  方法






















































































































































































































短期：自立課題の作業部材が全て無くなったら終了箱に入れる P, E, F 
中期：作業机上の手前の自立課題に取り組み，次に奥の自立課題に取り組む P, E, F 




短期：スケジュールカード（ワーク，プレイ）に注目する P, E, F 
中期：スケジュールカード（ワーク，プレイ）をマッチングポケットに入れ活動する P, E, F 
長期：2コマ（始めに，次に〜）のスケジュールを用いて1人で移動する P, E, F 
プレイ
 
短期：視覚的指示を用いて指導者と「共有遊び」を行う P, E, F 
中期：指導者の指さしたイラストに注目する P, E, F 





















・活動シナリオを作成し，「始めにワーク，次に〜プレイ」の   













①視覚的ゴールの明解な課題に対する良好な反応    
 （「○△□のはめ板」） 
②具体的で明解な指示が必要 

















































































































表２ 構造化された指導における課題分析  
課題分析 評価* 指導法** コメント 
①指導者からスケジュールカード（ワーク）を受け取る    
②スケジュールカード（ワーク）をワークエリアポケットに入れる    
③ワークエリアに入り，イスに着席する    
④学習机上の自立課題に取り組む    
⑤自立課題終了後，終了箱に入れる    
⑥④〜⑤繰り返し    
⑦指導者からスケジュールカード（プレイ）を受け取る    
⑧スケジュールカード（プレイ）をプレイエリアポケットに入れる    
⑨プレイエリアに入り，イスに着席する    
⑩指導者とミニカーを共有し要求言語行動を表出する    
⑪プレイ終了後，指導者からクラスルームカードを受け取る    






















































































































3 .  介入期（再構造化された指導）























































































































4 .  考察
































課題分析 評価* 指導法** コメント 
①指導者からスケジュールカード（ワーク）を受け取る    
②スケジュールカード（ワーク）ポケットに注目する    
③スケジュールカード（ワーク）ポケットにカードを入れる    
④ワークエリアに入り，イスに着席する    
⑤学習机上，手前の自立課題⑴に取り組む    
⑥自立課題⑴終了後，終了箱に注目する    
⑦終了した自立課題⑴を終了箱に入れる    
⑧学習机上，奥の自立課題⑵に取り組む    
⑨自立課題⑵終了後，終了箱に注目する    
⑩終了した自立課題⑵を終了箱に入れる    
⑪指導者からスケジュールカード（プレイ）を受け取る    
⑫スケジュールカード（プレイ）をプレイエリアポケットに入れる    
⑬プレイエリアに入り，イスに着席する    
⑭指導者と地図を用いてミニカーを共有する    
⑮指導者の指さした地図のイラストに注目する    
⑯指導者がお絵描きボードに描画したイラストに注目する    
⑰イラストを指さして，指導者へ描画を要求する    
⑱スケジュールカード（クラスルーム）に注目する    
⑲ミニカー，お絵描きボードをプレイの終了箱に入れる    















































































































5 .  結論
　TEACCHプログラムを研究・開発しているノー
スカロライナ大学TEACCH部では，自閉症の幼児
















































































17） Sainsbury C：Martian in the playground．The Book Factory，London，2000．
18） Frith U：Autism：Explaining the enigma．Blackwell，Oxford，England，1988．
19） 山本淳一：自閉症児のコミュニケーション−機能的アプローチの可能性．久保田競 編著，ことばの障害と脳のはたら
き．初版，ミネルヴァ書房，京都，2000．
20） Tomasello M：Joint attention as social cognition，in C．Moore and P.J．Dunham eds．Joint Attention : Its Origins and 
Role in Development：Lawrence Erlbaum，pp. 103–130，1999．




Master’s Program in Social Work,
Graduate School of Health and Welfare,
Kawasaki University of Medical Welfare
Kurasiki, 701-0193, Japan
E-Mail：takumi.yonezawa8@gmail.com
 （Kawasaki Medical Welfare Journal Vol.21, No.2, 2012 196−207）
Correspondence to：Takumi YONEZAWA
Abstract
  This is a case study report of the application of the“structured teaching”idea of the TEACCH program to an 
autistic infant.　The purpose of this report is to clarify the grounds, which were evaluated by a formal assessment, 
for introducing the structured/restructured teaching, and which starts from understanding the learning style of the 
participant by presenting a series teaching processes. First, an IEP was made based on the PEP-3 evaluation.  Next, 
an informal assessment was made to the structured teaching introduction in order to conduct restructured teaching 
to the unachieved assignment analysis items.  Concerning how to verify the intervention effect, the pre-post design 
was applied.
  As for results, the“work”and“moving”underwent a transition to acceptable levels in the evaluation, which were 
established based on PEP-3 evaluation.“Mand”was 0.5 times the average per session (approximately 20 minute 
play) before intervention and increased an average 7.5 times the after intervention.  In conclusion, regarding the 
structured teaching which starts from PEP-3, it was confirmed that this intervention effect was enhanced by going 
through the restructured process. 
A Case Study of the Use of a Structured Teaching Approach in an Individual 
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